
  

須崎林業事務所では、毎年 11 月に開催される津野町産業祭に共催機関として参加していま

す。今回は、出し物の「香り袋」の材料を調達するため、津野町の林業作業現場に向かいま

した。ここで木材の切れ端を分けてもらい、桧の削り屑を作りました。 

 

ご協力いただいたのは… 

 津野町森林組合 

                       

 

 

 

                    ←このような桧の削り屑を不織布に入れて香り袋を 

作ります！ 

 

 

 

 

 

 

                   今回の作業ではチェーンソーを使うので、使用前に目

立て（刃を研いで鋭くする作業）を念入りに行います。 

                   ちなみに、青いヘルメットの方は森林組合の大ベテラ

ン！目立てのやり方をアドバイスしてくださいまし

た！ 

 

 

 

 

                   研ぐ際の角度を一定にするため、ガイドも使って目立

てをしました。 

 

 

 

 

～林業作業現場取材～ 

 

新米林業女子。現場で
学びながら私なりの目
線でお伝えします！ 

ハルちゃん 

 そんなに近くで見られ

たら緊張するなあ…。 



 

 

                 

 

わたくし、ハルちゃんも玉切りに初挑戦！ 

足に巻いている黄色いものはチャップスといって、万が一 

誤ってチェーンソーが足に触れてしまっても、刃に特殊な 

繊維が絡らまって回転が止まります。 

森林作業では必須のアイテムです。 

 

 

 

 

 

                    丸太の繊維方向に沿ってチェーンソーを当てると、

細長い削り屑ができます。 

                    これを袋に詰めて香り袋を作ります。 

                    産業祭で無料で配布しますので、ぜひ桧の香りをお

楽しみください！ 

 

 

 

 

 

 

第 11回津野町産業祭・健康ふくし展は 

平成 27年 11月 22日（日） 

津野町東津野Ｂ＆Ｇ海洋センターにて開催です。 

須崎林業事務所のブースにも来てくださいね！ 

 

 


